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休みの日の急病に安 心!
いざという時の強い味方
休日診療所・休日歯科診療所

日● 日や祝日などの休日は、一般の
痾院はお休み。そんな休日に突然、お
子さんや家族のだれかの具合が蟇くな
った6 、どうしよう…。その鋳に慌て
な13XI、恵り出してほし13のが休日砂
癨所です。

症
状
が
で
た
ら

す
ぐ
来
て
く
だ
さ
い

休
且
蒻
所
の
診
療
科
目
ほ
内
科
、

小
児
科
、歯
科
で
y
。応
急
処
置
の
た

め
の
診
療
所
で
す
の
で
、発
熱
、鼻
水
、

廿
き
、
下
煢
を
の
症
状
に
気
が
付
い

た
ら
、
時
間
奮
掌
か
ず
に
す
ぐ
来
て
く

だ
さ
い

。

診
療
所
に
来
る
ま
え
に

お
子
さ
ん
な
ど
鷽
膠
原
所
に
つ
れ
て

来
る
l
X
に
は
、
薬
啻
罌
笹

な
い
で

ぐ
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
以
剪
答

飲
ん

で
い
た
薬
が
あ
れ
ば
、
診
察
の
参
考
に

な
り
ま
す
の
で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
熱
を
目
宅
で
計
っ
て
ぐ
る
y

と
も
璽
要
で
す
。

症
状
の
経
過
は
も
ら
さ
ず
、

落
ち
着
い
て

お
子
さ
ん
の
具
合
が
急
に
悪
く
な
っ

た
時
こ
そ
、
付
き
添
い
の
方
の
症
状
説

明
が
大
切
で
歹
。
い
つ
か
ら
具
合
が
悪

く
な
っ
た
の
か
、
そ
の
後
の
現
在
ま
で

の
経
過
な
ど
を
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

裹
休
旦
蕨
所
は
、一
時
的
な
処

置
を
夊
と
こ
ろ
で
歹
。入
院
が
必
要

な
方
に
は
、当
日
、直
ち
に
他
の
病
院

蠹
界
し
宋
y
。

休
日
診
療
所
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
?

日
曜
日
、祝
日
等
の
休
日
に
急

舸
に
な
っ
た
時
、5
急
処
置
夸
y

る
診
療
所
で
す
。
区
内
に
4
ヵ
所

あ
り
、
千
住
と
竹
の
筱
の
診
療
所

は
坏
日
準
夜
間
診
療
も
行
っ
て
い

専
一
。

健
康
保
険
証
を
忘
れ
ず
に

休
貝
靂
所
は
普
通
の
訶
院
と
同
じ

で
す
の
で
、
診
察
に
は
健
康
保
険
証
、

乳
幼
坦
医
療
証
、
瑤
医
療
証
、
参
人
医

療
証
な
ど
が
必
要
で
す
。
も
し
、
診
察

の
時
に
健
康
保
険
証
が
な
い
と
全
額
目

己
負
扣
石
な
り
拿

ゐ
で
、
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。

休
日
診
療
所
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

〈診療所に来るまえに〉

熱を計り ましょう 薬は飲 ませないように

休 日 診 療 所( 内 科 ・小 児 科) 　

休日歯科診療所

竹
の
塚
休
日
診
療
所
・

休
日
歯
科
診
療
所
は
、

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内
に

移
転
し
ま
し
た
。

9
年
1
月
、基
礎
年
金
番
号
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

現
在
の
年
金
制
度
で
啄
、
加
入
す

る
制
度
厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年

金
、
共
済
組
合
)
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
金
番
朞
を
つ
け
て
ぃ
ま
t
。
こ
の

た
め
、
複
数
の
制
度
に
加
入
し
た
方

は
複
数
の
年
金
番
号
膏
持
つ
こ
と
に

な
り
、
年
金
の
支
給
や
年
金
相
談
、

諸
手
続
き
な
ど
に
あ
た
っ
て
、
不
都

合
が
生
じ
る
場
合
が
あ
q
F
‥
'た
。

こ
冫
し
た
事
態
温

莉
す
欠
だ
め
1

年
1
月
か
ら
、
す
べ
て
の
制
度
に
共

通
す
る
「
基
礎
年
金
番
号
」
が
、
生

湮
よ
1

番
号
と
し
て
付
け
5
れ
る

yにと
に
な
Q
F

処

。
現
在
年
令
制
度

に
加
入
中
の
方
に
ほ
、
8
年
1
2月
中
に

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
を
送
付

し
、
番
堡
官
お
知
ら
せ
し
l
y
。
こ
の

通
知
書
は
、
年
金
甼
帳
等
y
と
も
に
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
基

釁
器
蕃
号
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
ひ
特

別

季
僣
ほ
あ
餮
あ
ひ
ま
せ
ん
。
届
-

に
連
絡
す

る
予
定
で
す
。

間
先
山

推
進
係

霓
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足
立
社
会
保
険
高
務
所

魯
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

所在地のご案内
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本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお間い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

潦
法
士
、
看
護
婦
等
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
専
門
職
員
が
障
害
に
鴾
わ
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
相
談
、
指
導
、
磊

‥

機
関
の
紹
介
等
奮
竹
っ
て
い
毒
T
。

・
リ
ハ
ビ
リ
専
門
碵一談

脳
卒
中
、
事

故
、
難
病
等
で
体
が
不
自
由
に
な
っ
た

方
の
身
体
機
能
や
日
常
牛
活
動
作
に
つ

い
て言

語
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、

難
病
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

り
づ
ら
い
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

り
と
ひ
方
に
つ
い
て

補
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、義
手
、

義
足
、
つ
え
、
車
い
す
匆
の
製
作
・
修

理
、
福
祉
機
器
に
つ
い
て

自
助
具
相
談

調
理
、更
衣
、入
浴
、

排
せ
つ
動
作
等
岑
仔
い
や
す
く
す
る
ぶ

う
な
道
具
の
紹
介
、
製
作
に
つ
い
て

・

生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
等

の
相
談
や
福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

・

健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、

増
進
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
、
個
人
の
状
態
に
応
じ
た

リ
(
ビ
リ
通
所
訓
練
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相

談
も
随
時
鷽
け
付
け
て
い
毒
y
。
※

送
迎
バ
ス
を
利
用
で
零
墨
'
ヂ

の
で
'
」

相
談
く
だ
さ
い

場
・
問
先
=

▽
国
這
4

号
線
(

日
光
街
道
)
の
東
側
布
ぷ
び

千
住
地
区
の
方
・・・
東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

酋
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
4
号
線
西
側
お
よ
び

小
台
・
新
田
・

宮
城
地
区
の
方
・・・
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

四
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

あ
な
た
の
ご
家
庭
で

保
育
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

・
家
庭
福
祉
員
(
保
育
マ
マ
)
昼
間

動
め
て
い
る
た
め
、子
ど
石
(
生
後
5

週
以
上
―
歳
未
満
の
乳
幼
児
)
の
世
話

が
で
き
な
い
保
護
者
の
垈
訶
に
、そ

の
孑
ど
貳
ぶ
福
祉
員
の
お
宅
で
保
育
す

る
仕
事
で
y
。対
象
Ⅱ
区
内
在
住
(
特

に
綬
瀬
川
の
東
側
の
地
域
に
お
住
い
の

方
)
の
2
5
歳
～
6
0
歳
ま
で
の
方
で
、保

母
・
教
員
・
看
護
婦
、
紊
ほ

保
健
婦

の
資
格
武
靱

ち
の
方

圏
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
訶

気
で
子
ど
も
(
生
後
―
ヵ
月
以
上
学
齢

未
満
の
乳
幼
思
の
世
話
が
で
忝
な
い

保
護
者
の
詞
ぢ
に
、一
時
的
に
そ
の

子
y
も
を
預
か
る
仕
事
で
す
。対
象

占童
の
保
育
経
験
の
あ
る
方

・
い

ず

れ

も
・

箆
便
護
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
ひ

ま
す

申
先
日
社
会
福
祉
協
議
会

四
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
(直
通
)

問
先
=
保
育
振
興
係

高
齢
者
向
け
住
宅
の
管
理
人
募
集

高
齢
者
向
け
住
宅
(
シ
ル
バ
ー
ピ

ア
)
に
住
み
込
ん
で
、居
住
し
て
い
る

高
齢
者
世
帯
の
日
常
恚
絹
談
等
の
業

務
を
し
て
い
た
だ
I
‥
る
眥
翠
人
(
生
活

援
助
員
)
奩
作
集
し
祟
y
。対
象
=

次
の
条
件
黔
f
べ
て
満
た
す
方
・
・
・
同
居

で
霤
s
簇
の
あ
る
方
/
申
し
込
み
本

人
か
家
族
が
区
内
在
住
ま
た
は
在
動
の

方
/

現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
(
た

だ
し

、公

共
質
貸
住
宅

居
住
者
は
不

可
)
/
5
5

歳
以
下
で
健
康
な
方
/

常
時

在
宅
し

、
管
理
人
(

生
活
援
助
員
)
と

し
刄

茹

で
き
忝
万

業
務
内
容
卜
入

居
者
の
案
櫪
顎
1
び
緊
急
時
の
対

応
/
入
居
者
の
相
談
・
情
報
提
供
/
関

係
機
関
へ
の
連
絡
な
ど
入
居
先
等
=

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
入
谷
(
2
L
D
K
)
入
谷

1
-
1
3
-
1
5
/
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
梅
島

(
2
D
K
)
梅
島
1
-
6
-
1
2
募
集
人

貝
目
各
L
人
(
各
L
世
帯
)

住
宅
便

用
料
卜
月
額
5
万
円

謝
礼
=
月
額
冫

万
i
千

円

期
間
八

日
、午
前
9
時
～
午
後
t
時
申
込
卜

履
歴
書
1
通
と
回
繁
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=
住
宅
支
援
係

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

短
期
講
習
会
第
4
回「
レ
ッ
ツ
・
ダ
ン
ス
」

障
害
夲
お
持
ち
の
方
、
ダ
ン
ス
を
踊

つ
て
み
ま
廿
ん
か
y
車
い
す
の
方
も
、

つ
え
を
つ
い
て
い
る
方
も
、
経
験
の
な

い
方
も
、
ど
な
た
で
掣
(
歓
迎
'
・
日

時
H
1
1
月
哲～
9
年
y
月
1
9
B
、
午

後
o
時
3
0分
～
2
時
叩
が
、
月
2
回

(予
定
)

対
象
H
区
内
在
住
の
障
害

者
申
込
日
電
話
期
限
H
U
硴
甘

柬
移
動
困
騅
な
方
は
、
拠
点
間
の
涌
t

バ
ス
が
利
用
で
き
豕
y
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
一
緒
に
参
加
い
た
だ

け
る
万
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
・
問

先
日
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
5
3
)
0
6
3
p

』

『
(親
)医
療
証
』の
現
況
届
を

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
へ

現
況
届
の
提
出
期
限
は
1
0月
3
1
Eで

す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
1
年

分
の
医
療
証
を
発
行
で
孝
ま
せ
ん
。
ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
蜃

保
険

証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
至
急
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
(
1
0月
1
日
以
降
『臈
医
療

ぎ

を
申
請
し
た
方
は
今
年
は
碧
窟

の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。
な
お
、
現

況
届
提
出
後
に
保
険
証
が
変
わ
っ
た
方

は
、
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
先
品

竃
医
療
係

国
保
・
年
金

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
国
保
指
定
保
養
施
設

近
県
の
旅
館
等
を
「
国
保
指
定
保
養

施
慇

に
指
定
し
て
、
国
保
加
入
者
の

方
が
利
用
f
る
際
に
、
利
用
料
金
の
一

部
を
助
成

天
人
3
千
円
、
子
供
千
5
0
0

円
)
し
て
い
ま
す
。

対
象
卜
足
立
区

国
保
加
入
者
で
保
険
料
の
滞
納
の
な
い

方

申
込
卜
施
設
へ
直
接
電
話
予
約

(足
立
区
国
保
課
扱
い
鳬
け
て
く
だ

さ
い
)
。予
約
後
1
週
間
以
内
に
国
保

課
の
窓
口
で
利
用
承
認
書
を
受
け
取
つ

て
ぐ
だ
さ
い
※
料
兪
な
ど
、く
わ
し

く
は
案
内
チ
ラ
シ
(
区
民
事
務
所
・
国

保
課
窓
口
に
あ
ひ
豕
y
)
竃
」覧
く
だ

さ
い

申
・
問
先
卜
国
民
健
康
保
険
課

庶
務
係

表1　 国保指定保養施設

※料金は、契約料金( I 泊2 食付・平日) から助成金を引いた額です。
区民事務所。文化スポーツ公社では申し込みできませんのでご注意ください

年
金
受
給
者
の
方
へ

住
所
を
変
え
た
と
き
は
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
を
鷽
け
取
っ
て
い
る
方
が

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、「
年
金
受

給
者

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

(
(
ガ
キ
形
式
)
の
用
紙
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
同
時

に
支
払
金
融
機
関
の
変
更
も
で
き
ま

す
)
。
こ
の
提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
年

金
関
係
の
書
類
が
お
手
元
に
驅
か
な
ぐ

な
Q
豕
す
。
こ
の
届
出
用
祗
は
、
社
会

保
険
事
務
所
、国
民
年
金
課
、区
民
事

孩
耐
一
に
あ
ひ
豕
y
。な
お
、老
齢
福
祉

年
金
(
緑
色
の
毛
唄
で
、
指
定
k

旋

便
局
の
窓
口
で
支
払
い
を
受
け
る
年

金
)
の
場
合
、
年
金
証
書
と
印
鑑
を
痔

っ
て
、
国
民
年
令
謇
素
ほ
区
民
事
務

所
に
届
け
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=

国
民
年
金
課
給
付
係

ねんきん

出張相談

日
程
等
=
表
2
内
容
H
m
罠
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど
※
な
お
今
月
の
夜
間
相
談

は
、̀
?
六
セ
ン
タ
ー
で
参
琺
い
求
す

問
先
H
国
民
年
金
屎
推
進
係

表2　11 月のねんきん出張相談日程

東京水辺ライン前売乗船券取扱中
～荒川・隅田川・臨海部めぐり～
水上バスで荒J 11をくだり、葛西

臨海公園・臨海副都心・江戸東京

博物館に行けます。また、大回り

コース←周する水辺の旅も楽し

めます。日程=金・土・日曜日・

祝日コース( 大回り) =千住曙

町船着場( 午前9時4( 汾) ～岩淵水

門～( 荒川経由) ～葛西臨海公園( 午

後O際3〔汾〕～有明( 午後1時15分) ～

青海( 午後1時45分) ～両国汗後

2粥吟) ～千住( 午後2新附)
費 用= 大人1, 7001円、小 人850円( 通

常料金の1. 5割引き) 申・問先= 観

光協会( 産業 振興課内)

1
2月
1
日
か
ら

事
業
系
ご
み
は
す
べ
て
有
料
で
す

都
・
清
掃
局
で
は
、
事
業
者
処
理

責
任
の
徹
底
と
ご
み
の
排
出
抑
制
、

再
利
用
童
す
yす
め
る
た
め
、
1
2月
1

日
か
ら
、
事
業
系
ご
み
の
全
面
有
料

化
を
行
い
求
す
。
7
月
の
モ
デ
ル
商

店
街
で
の
貉
打
、
1
0月
の
管
内
卒
瑙

域
で
の
貉
竹
結
果
を
ふ
ま
λ
、
本
格

的
に
行
う
も
の
で
す
。
事
業
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
武
齠
い

し
嫐
歹
。

・
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

マ
事
業
系
ご
み
と
冢
嘆
匁
に
分
け

て
だ
す
y
と
▽
事
業
系
ヽ
冰
の
入

つ
た
袋
等
に
は
、
謇
重
に
見
合
っ
た

有
料
シ
ー
ル
(
事
前
に
販
売
店
で
購

入
)
を
ほ
る
こ
と

マ
有
料
シ
ー
ル

に
は
記
名
す
る
こ
と

▽
集
積
所
で

は
事
業
系
ご
み
と
家
庭
ご
み
奎
泯
在

し
な
い
ぶ
つ
に
左
右
な
ど
に
分
け
て

だ
す
こ
と

※
収
集
日
、収
集
時
間
、

集
積
所
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す

問

先
卜
都
・
足
立
東
清
掃
事
務
所

四
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

都
・
足
立
西
清
掃
事
務
所

四
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

掲
示
板

東
京
都
中
小
企
業
施
設
改
善
資
金

店
舗
等
の
商
業
施
設
、
工
場
・
機
械

類
等
の
設
置
・
改
善
に
泓
要
な
資
金

の
融
資
&
長
期
・
低
利
で
金
融
機
関

に
あ
つ
笋
‥‘、
利
子
と
信
用
保
証
料

の
一
部
を
福
助
し
嫐
歹
。

融
資
利

率
=
年
5
气

利
子
補
給
3
%

、

実
質
利
率
2
%

信
用
保
証
料
補

胛
2

分
の
丁
奥

陟

芬
の
I

申
込
受
付
鮹
間
卜
9
年
£
罸
甘

申
・
問
先
輿

融
資
課

四
(
5
3
2
0
)
4
7
9
4

高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ
ナ
ー
　

「家
庭
の
保
育
と
介
助
」日
時
=

9
年
1
月
1
6
日
～
3
1
日
(
全
1
2
日

間
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場

所
H
東
京
都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ

ー
(
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京
内
)

対

象
卜
6
0歳
以
上
で
、
講
習
修
了
後
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
家
庭
内

で
の
保
育
と
介
助
の
仕
事
に
従
事
で

霤
男
定
員
H
2
5
人
遒
考
)

費
用
H
無
料
申
込
H
往
復
(
ガ
キ

に
コ
ー
ス
名
、住
所
、氏
名
、生
年

月
日
、電
話
番
耳
底
明
記
期
限
日

U
品
百
必
着
申
・
問
先
=
(
財
)

東
京
都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団
〒

1
0
2
千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
m
一
-
3

魯
(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

人
権
週
間
『
ト
ー
ク
シ
ョ
ト
と
映

画
の
集
い
』
日
時
日
1
2
月
6
日
　

釡
)
、午
後
L
時
～
t
時
場
所

=
m

公
会
堂

内
容
日
映
画
「こ

ん
ど
逢
う
と
き
」、
ト
ー
ク

同
島

英
五
氏
、
残
間
册
江
子
氏
)
S

用
H

無
料
(
抽
選
)

申
込
儿
'
欖
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記

T
枚
で
X
人
ま
で
5
募
可
)

期

限
八

同
和
対
策
部
企
回
指
導
室
〒
1
6
3
-

0
1
新
宿
区
西
新
宿
X
-
8
-
1

e
(
5
3
8
8
)
n
r
』
5
8
8
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健

康

講
演
会
　
更
年
期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

誰
も
が
通
る
。
曲
が
り
色
卩
こ
の
時

期
を
健
や
か
に
禰
多
に
は
ど
冫
に
処

ら
よ
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
=
U
好
日
丞
、
1

月
2
3
日
禾
)
、
午
後
L
時
迴
罕
t
時

内
容
=
▽
1
日
目
・
:体
の
変
化
と
上

手
に
付
き
合
う
な
め
に
(
都
立
青
山
訶

院
産
婦
人
科
医
師
早
乙
女
智
子
氏
)
y

2
日
目
・・・
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
(

聖
徳
大
学
助
教
授

荒
木
ち
ね

こ

氏
)

定
員
=
8
0

人
(

先

着

岨

費

用
=

無
料

場
・
申
・
問
先
=

足
立

保
健
所

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

食
と
健
康
教
室
　
カ
ゼ
に
勝
つ
コ
ツ

冬
に
か
か
ひ
や
y
い
訶
気
と
い
貢
ぼ

カ
ゼ
。
し
か
し
、
カ
ゼ
の
特
効
薬
は
な

く
、
予
防
の
基
本
は
栄
養
の
状
態
を
艮

好
に
保
つ
こ
と
で
T
。
一
緒
に
食
牛
活

に
つ
い
て
考
凡
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
=
1
1
月
2
8
R禾
)
、
1
2月
4
日
(
水
)、

午
後
L
時
卯
7

豈
陥
芬

内
容
=

▽
1
日
目
…
カ
ゼ
套
只
な
い
た
め
の

食
生
活

調
理
・
実
演
・
試
食

▽
2

日
目・
:体
力
つ
く
り
と
運
動

定
員
=
3
0

人
(先
着
順
)
費
用
=
無
料

申
・
場
・
問
先
=
足
立
保
健
所

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

慢性疲労を
防ぐ栄養教室
( 2 日制)

日
程
等
=
表
3

対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
の
方

定
員
=
3
0人

費
用
=

齡
笛
込
=
氤
話

場
・
申
・
問
元
L
東

和
保
健
相
談
所

四
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表3　 慢性疲労を防ぐ栄養教室の日程

竹
の
塚
六
号
公
園

無
料
自
転
車
駐
車

場
を
閉
鎖
し
ま
す

9
年
1
月
か
ら
行
わ
れ
る
道
路
工
事

の
た
め
、1
2
月
2
0
日
か
ら
全
面
閉
鎖
し

求
y
。こ
の
た
め
、代
替
え
無
料
自
転

車
駐
車
場
(
竹
の
塚
5
-
3
6
)
を
エ
事

期
間
中
設
置
にま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

期
間
=
1
2月
2
0
E
I
3
月
3
1

日
(
予
定
)

問
先
=
自
転
車
係

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防

検
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
検
査
と
体
験
学
習
を
行
な
い
欒
y
。

日
時
=
1
1
月
2
7
日
(
水
)
、午
前
9
時
～

1
0時

対
象
H
1
8歳
恚
溜
霍
で
の

女
性

内
容
H
体
脂
肪
率
測
定
、
血

圧
、
血
液
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性

脂
肪
・
貧
血
)
尿
検
査
、
骨
密
度
測
定

等

定
員
=
印
人
(
先
着
順
)

費
用

=
無
料

申
込
=
霞
話

鈿
隈
=
1
1月
2
6

日

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健

所
四
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

生

活

環

境

フ
ロ
ン
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
に
鼕
わ
れ
て
い

る
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
、
大
気
中
に
放
出
す

る
と
、
空
の
オ
ゾ
ン
層
を
破
談
し
て
し

ま
い
ネ
歹
。
'
れ
ら
の
家
電
を
廃
棄
す

る
と
き
は
、
フ
ロ
ン
を
回
収
し
て
い
る

左
記
の
業
者
鬢
」利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
家
電
の
机
芬
費
用
は
実
釁
負
担
に

な
ひ
豕
歹
。

・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン

磯
部
産
業
㈱

四
(
3
8
9
9
)
1
9
5
9

」

産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
㈱

魯
(
3
8
5
7
)
O
p

』
3
6

東
栄
興
業
㈱

四
(
3
8
9
7
)
8
6
0
6

都
清
掃
㈱

四
(
3
6
0
6
)
0
1
3
5

・
冷
蔵
庫
の
み

㈱
衷
只
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

四
(
3
B
B
5
)
B
6
2
0

こ
の
他
に
、
要
興
業
㈱
が
冷
蔵
庫
の

フ
ロ
ン
回
収
奮
行
っ
て
い
嫐
歹
。

問

先
=
環
境
課
調
整
係

「
綾
瀬
川
を
考
え
る
交
流
会
」を

開
催
し
ま
す

綾
瀬
川
の
水
質
は
、1
5年
続
い
た

『
全
国
河
川
水
質
ワ
ー
ス
ト
ー
』
か
ら

ぷ
コ
や
ぐ
脱
却
し
、
徐
々
に
茗
四
さ
れ

つ
つ
あ
ひ
ま
す
か
、
未
だ
環
境
基
準
に

達
し
て
お
ら
ず
、
流
入
河
川
も
驟
瀬
川

以
上
に
汚
れ
て
い
忝
な
ど
、
課
題
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

綾
瀬
川
夲
禾
来
の
川
の
姿
に
戻
す
た

め
の
方
策
煢

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の

方
々
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
の
綾
瀬
川
を
考

え
ま
す
。
日
時
=
1
1
月
2
2日
(
金
)
、

午
眼
1

勁
T

蒔

一
用
=
無
料

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

申
・

問
先
=

環
境
課
調
査

登
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

お

知
ら
せ

足
立
区
内
合
唱
団
の
ご
案
内

合
唱
を
始
め
た
い
方
に
、
団
員
募
集

中
9

邑
団
2
5団
体
に
つ
い
て
の
情
報

冊
子
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

申
込
=

直
接
窓
口
へ

問
先
=
文
化
振
興
係

第
2
5回
足
立
区
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

区
内
-

美
し
い
(
I
モ
ニ
ー
盒
阿
K
B

宋
罵

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時
=
U

忌
日

亘

、
午
前
1
0時
3
0分
開

演
予
定

潼
濤
T

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

特
別
出
演
=

東

京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団
、
長
門
小
児

童
合
唱
団
、
中
学
校
合
同
合
唱
団
、
口
I

ト
ス
ブ
ル
ー
メ
、
五
色
椶
合
唱
団
、

有
志
に
よ
る
組
曲
「わ
が
街
に
」
演
奏

費
用
=

無
料

問
先
=

文
化
振
興
係

第
4
回
国
際
交
流
講
演
会

ブ
ラ
ジ
ル
の
生
活
と
文
化
に
つ
い
て

区
内
在
住
の
留
学
王
、
エ
ミ

ー
ズ
イ

キ
ー
ム
ラ
ノ
さ
ん
が
、
母
国
ブ
ラ
ジ
ル

の
生
活
習
慣
や
文
化
等
に
つ
い
て
日
本

語
で
講
演
し
ま
す
。

日
時
=
1
1
月
2
6

日
火
)
、
午
後
2
時
A

時

場
所

=
区
役
所
1
3
階
大
会
議
室
定
員
=

1
0
0
人
s
用
=
無
料
※
託
児
を
ご

希
望
の
方
は
1
1
月
2
0
日
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
問
先
=
s

際
交
流
袒
当

平
成
8
年
度
子
ど
も
会
育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

「
学
力
観
の
変
貌
と
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

会活
動
の
あ
り
方
」

子
ご
恥
気
が
の
び
の
び
と
活
発
に

子
ど
も
僉
莇
念
a
す
る
に
は
、
子
y

も
会
や
育
成
会
に
携
わ
っ
て
い
る
大

人
の
方
々
の
援
助
が
必
要
で
歹
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
皆
謇
か
の
枸
え
る
悩
み

と
問
題
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の

で
す
。
日
時
=
1
2
月
1
日
亘
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
叩
分
対
象
=

秡
`
以
上
で
子
ご
登
翳
勣
等
に
樓
わ

っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
耨
わ
る
方
、

興
味
・
関
心
の
あ
る
万

内
容
=

表
4

場
所
=
区
役
所
1
3階
大
会
議
室

申

込
=
電
話

期
限
=
U

以
曾

申
・

問
先
=
少
年
育
成
係

表4　 子ども会育成者セミ ナー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

日
時
=

い
1
1
月
2
4日

亘

、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時
(
雨
天
中
止
)

場
所
=

区
役
所
正
面
広
場

内
容
=

フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
リ
サ
イ
ク
ル
相

談
、コ
ン
ポ
ス
ト
の
展
示
(
予
定
)
※

出
店
者
-

な
お
、
車
で
の
釆
庁
は
'
澁
爆
願
い

求
す
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
潅
漂

圏
障
害
者
の
日
を
配
念
し
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
募
集
日
時

=
1
2
月
8
日
亘
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
服
大
中
止
)
対
象
=
区

内
在
住
・
在
動
の
方
(
た
だ
し
出
店

物
品
の
販
売
を
事
業
お
よ
び
副
業
と

し
て
い
る
方
は
不
可
)
/
人

―
区

画
(
3
m
X
3
m

程
度
)
ま
で

※

薬
品
・
食
料
品
・
動
物
・
品
質
保
証

の
で
忝
な
い
も
の
は
販
売
で
孝
ま
せ

ん

場
所
=
竹
の
塚
第
六
公
園
グ

ラ
ン
ド

ー
用
=
千
円

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
出
店
物
の
種
類
を
明
記

(重
複
申
込
は
不
可
)

期
限
h
1
1

月
苔

翁
印
有
効

申
・
問
先
=

実
行
委
員
会
事
務
局
(
在
宅
調
整
係

内
)

〒
1
2
0中央
本
町
―
-
1
7
-
―

今日からできる
リサイクル

紙パック
使用済み乾電池

ど
な
た
で
莉
用
で
忌
回
収
ボ

ッ
ク
ス
等
を
設
置
し
、紙
パ
ッ
ク
と

使
用
済
み
乾
電
池
瀲
回
収
し
て
い
ま

す
。現
在
、区
内
公
共
施
設
等
8
6
力

所
に
紙
バ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
を
、8
9

カ
所
に
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
夲
設

置
し
て
い
求
y
。

回
収
さ
れ
た
紙
パ
ッ
ク
は
、静
岡

の
製
紙
工
場
に
戛
啄
れ
「み
ど
り
の

夢
郢
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
原
料
に
な
っ

て
い
求
す
。
使
用
洛
み
乾
電
池
は
日

本
で
唯
一
の
乾
電
池
処
理
工
場
(
北

海
道
)
に
運
ぱ
れ
、
成
分
分
解
回
収

を
行
つ
て
い
嫐
y
。
い
ま
ま
で
'
」
み

に
廁
し
て
い
た
方
は
、
布
紅
く
の
回

収
ポ
ス
ト
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

・

注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
は

▽
紙
パ
ッ
ク
・・・
中
を
洗
い

、
よ
く
乾

か

し
て
は
霤
が
な
ど
で
1

枚
に
閧
い

て
か
ら
回
収
ポ
ス
ト
へ

。

※
次
の

も
の
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

。
内

側
が
ア
ル
ミ
コ

ー
ト
さ
れ
た

も
の

や

、
茶
色
の
パ
ッ
ク
/
5
0
0㎡
未
満
の

も
の
/

洗
っ
て
い
な
い
も
の
、
乾
い

て
い
な
い
も
の
/
カ
ピ
が
忠
入
て
い

た
り
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
/

岻
バ

ッ
ク
牽
入
れ
て
吉
之
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

ひ
も

▽
乾
一
池
・
・
・
回
収
し
て
い
る
の
は
、

マ
ン
ガ
ン
霍
池
と
ア
ル
カ
リ
電
池
で

す
※
ボ
タ
ン
電
池
は
販
売
店
で
回

収
し
て
い
ま
す
。ニ
カ
ド
電
池
(
充

電
式
)
は
右
図
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
っ

て
あ
る
お
店
で
回
収
し
て
い
李
y

問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
フ
ォ
ト
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

1
1
一
月
2
4
日
、1
2
月
―
・
8
・
1
5
・
2
2

日
、1
月
1
2
・
1
9
・
2
6
日
、2
月
2
・

9
日
(
い
ず
れ
も
日
曜
日
)
、午
後

6
時
萱
～
轟
習
/
千
寿
小
学

校
/
1
6
歳
以
上
の
初
心
者
/
3

千
円

(
全
回
分
)
/

当
日
直
接
会
場
へ
王

履
き
瀰
靭
靴
持
参
)
/

村
田

魯
(
3
8
4
0
)
2
9
8
7

々
環
境
教
室
『
ち
え
の
わ
学
校
邵
卜

山
か
ら
に
げ
て
き
た
十
』
1
1
月
2
4

日
亘
、午
後
2
時
～
t
時
/
生
涯

学
習
館
/
講
師
・
田
島
征
三
氏
(
画

家
)
/
大
人
瞋
円
(
前
売
り
5
0
0巴

、

尖
1
0
0円
/
三
井

四
(
3
8
8
6
)
6
5
5
4

☆
蒲
原
晋
楽
祭
1
1
月
1
7日
亘

、

午
後
2
時
/
蒲
原
中
学
校
/
青
山

大
学
管
弦
楽
楽
団
に
よ
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
/
7
0
0円/
林
園

四
(
3
6
0
5
)
0
8
8
4

=
募
集
=

☆
足
立
区
な
ぎ
な
た
連
盟
会
員

日
曜
日
・・・午
後
2
時
、
千
寿
小
学

校

土
曜
日
・・・午
後
3
時
3
0分
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
大
人
2
千
円
、
高
校
生
千
鶉

円
、
中
学
生
千
円
、
小
学
生
5
0
0円/

内
田

四
(
3
8
8
6
)
3
9
8
9

● 特別● 話相談「子どもの悩み・子育ての不安」日時=11月28日( 木) ・29日( 金) 、午前9時～午後8時30分※ 2日間に限り電話はフリーダイヤル
㎜0120- 41- 5239 聴党言語障害者専用相談=FAX3208- U62 ※ この期間外も、毎日相談を受け付けます 問先= 都・児童相談センター 四3202- 4152
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消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
消
費
者
講
座
受
講
生
募
集
『
見
え
な

い
汚
染
F
化
学
物
質
を
考
え
る
F
』
　

殺
虫
剤
に
芳
百
剤
、
y
沌
な
に
使
っ

て
い
い
か
し
ら
y
日
ご
ろ
何
気
な
く
使

用
し
て
い
る
製
品
の
危
険
性
聚
お
話

と
実
習
か
ら
考
え
零
歹
。
日
一
讎
7

1
2
月
4
日
丞
、
午
前
1
0
時
～
正
午

…
講
演
「―
'
い
に
ひ
そ
む
農
薬
を
知

る
」
(
薬
剤
師

古
屋
し
う
子
氏
)
、
午

後
L
時
ト
ー
時
=
・実
習
「(
I
プ
で
つ

く
る
芳
香
剤
(
ク
リ
ス
マ
ス
ー
リ
ー

ス
)
」(
(
I
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

桐
原
幹
和
氏
)

費
用
=
2
千
円
程
度

(実
習
材
料
費
)

対
象
=
区
内
在

住
・
在
動
者
で
1
日
参
加
で
き
る
方

(午
前
の
み
の
受
講
可
)
w
*
=
3
0

人
(
先
着
慝

申
込
卜
電
話

圏
生
活
の
科
学
教
室
「
身
体
に
い
い

の
?
J
y
イ
エ
ッ
ト
」
飲
料
と

。天
然

着
色
」
食
邑

日
時
H
1
1月
2
8・
2
9日
、
午
後
L
時
3
0

分
I
3
時
3
0分

内
容
卜
▽
1
日
目
・・・

ダ
イ
エ
ッ
ト
啻
コ
た
っ
た
低
カ
ロ
リ
ー

飲
料
の
甘
味
テ
ス
ト
を
行
い
な
が
ら
、

い
ろ
い
る
な
甘
味
料
に
つ
い
て
考
凡
ま

す

▽
2
日
目
・・・食
品
添
加
物
の
う

ち
、
最
近
目
立
っ
て
忝
だ
天
然
蔗
穉

に
つ
い
て
簡
単
な
テ
ス
ト
岑
通
し
ア
そ

の
特
性
と
安
全
性
奮
7

汞
す

対
象

卜
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
者
で
2
日

間
参
加
で
霤
Q
方

定
員
H
2
0人
(
先

着
順
)

費
用
H
無
料

・
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座
受

講
生
募
集

『森
に
か
よ
う
道
、
時
間
と

自
然
の
中
で
』

私
た
ち
の
生
活
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
進
歩
に
よ
ひ
大

貫
兪
ひ
、
時
間
と
い
う
概
念
も
廓
む

っ
て
き
ま
し
た
。
「
時
間
」
に
つ
い
て

も
つ
一
度
、
考
え
ア
み
ま
せ
ん
か
?

対
象
卜
区
内
在
住
・
在
動
の
方
日
時

日
1
2
月
1
2
日
禾
)
、
午
後
1
時
3
0
分
～

&
時
3
0分

講
師
卜
内
山
節
氏
(
哲
学

者
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
無
料

I
い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
間
卜
消
費
者
セ
ン
タ
ー

四
(
3
8
8
0
)
5
3
8
″
a

青
年
の
た
め
の
益
気
功
入
門
講
座

簡
単
な
中
国
語
を
便
っ
て
の
茲
気
功

体
験
講
座
で
歹
。

日
時
H
U
月
2
4日

亘

、
午
後
L
時
～
4
時

対
象
H
中

国
文
化
に
興
味
が
あ
る
、
茲
気
功
禾
経

秧
の
青
年
男
女

定
員
卜
2
0人
(
抽

選
)

費
用
H
3
0
0円(
交
竪

竇
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
「益
気
功
入
門
講
座

希
屏
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、申
込
理
由
を
明
記
期
限
卜
H

月
2
0
日
必
着
場
・
申
・
問
先
=
青
年

セ
ン
タ
ー
〒
1
2
3
西
新
井
―
-
4
-
1
7

四
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

ビ
デ
オ
「
戦
士
の
刻
印
」上
映
会
と
お
話

ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
一
部
で
現
在

で
も
行
わ
れ
て
い
る
女
性
性
器
切
除

(
F
G
M
)
啻
ヱ
ー
マ
に
し
て
そ
の
現

状
産
心
う
、
ア
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
監

督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上

映
。
そ
の
国
の
現
状
や
日
本
に
お
い
て

の
勦
忝
な
ど
I

日
時
卜
H
月
2
7日

丞

、午
後
6
時
3
0

分
廴
晶
洳
分

詞
師
H
田
中
泰
子

氏
(
F
G
M
に
反
対
す
る
女
た
ち
の

き

定
員
H
3
0人
(
先
着
順
)

費

用
H
無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・

問
先
卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

四
(
3
8
8
0
)
5
c
u
c
u
c
u

届
き
ま
し
た
か
　
リ
ブ
イ
ン
'
9
6
(
わ
た
し
の
便
利
帳
)

羅
桧

い
。

問
先
=
広
報
課

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L
㈹

スケッチ
あ だ ち

ス ポ ー ツ カ ー ニ バ ル' 96

10月10日(体育の日)
総合スポーツセンター

初
め
て
で
も
大
丈
夫

。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
体
験
コ
ー
ナ
ー自分の体力を知っていますか

お
祭
り
の
最
後
は
こ
れ
。

海
外
旅
行
や
自
転
車
の
当
た
る
大
抽
選
会

姉銖都市 ベルモント学生使節国

伊興中を訪問 9
月
3
0
E
か
ら
1
0
月
9

日

ま
で

、オ
ー
ス
ト
ー
'。り
ア
ペ
ル

モ
ン
ト
市
昭

和
5
9
年
、姉
妹

都
市
提
携
)
の

学
生
使
節
団
1
3

名
が
来
区
。ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し

な
が
ら

、郷
土
博
物

館
や
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
な
ど

区
内
施
設
を
見
学
し
た
り

、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交

流
を
通
し
て
、日
本
を
堪
能

し
ま
し
た
。
写
真
は
、
1
0月
3

鳳

痲

中
学
惴

にの
F

コ
マ
。

初めての抹藁に「ナイス! 」の声
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
郎
の
演
奏
'東
京

童
願
』
が
漉
れ
る
中
、全
癒
徒
栃

人
で「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」

お返しに日本晒で『わがまち
足立』、英語で第二の国歌と
言われる『ウォルスィングマ
チルダ』を披露

と
び
き
り
の
笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す

『
茶
房
ゆ
う
あ
い
』

区
役
所
北
館
2
階
に
オ
ー
プ
ン

足
立
区
障
害
者
団
体
蔓
畏

愛
会
が
運
掌

呑
喫
茶
店
『
茶

房
ゆ
う
あ
い
』
が
、
区
役
所
北

館
2
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
1
0月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
記

念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
夲
行
い
、
午

後
2
時
か
ら
罍
挈
を
開
始
。

こ
こ
で
は
、
軽
食
と
家
庭
的

な
味
の
ラ
ン
チ
(
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
は
、午
前
1
1
赫
3
0

分
1
午
後
L
齒
洳
分
)
が

楽
し
め
ホ
y
。障
害
者
の

作
業
施
設
「
ひ
ま
わ
り

園
」
で
作
っ
た
、
防
腐
剤

奎
爬
わ
な
い
パ
ン
と
ク
ッ

キ
ー
も
販
充
。
素
朴
な
味

わ
い
が
、
大
好
評
で
す
。

皆
さ
へ

お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

区
民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
登
場

1
0月
6
日
、
六
町
三
丁
目
町
会
で
は
、
区

民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
結
媽
式
と
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
隣
接
町
会
の
協
力
も
あ
っ

て
、
参
加
者
は
3
0
0人余
。
ポ
ン
プ
操
法
、
負

傷
者
の
救
出
と
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
(
1
4人
)

の
て
霈
贊
と
し
た
動
き
に
拍
手
か
沸
膏
忌

こ
り
声
レ
た
。本
部
長
の
新
井
さ
ん
は
「今

後
、毎
月
第
L
日
曜
日
を
町
会
の
防
災
の

日
と
し
、隊
員
全
員
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

ポ
ン
プ
笹
系
運
に
恕
4
♀
吹
湎
練
を

重
ね
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
蚩
肺
し
て
ぐ

れ
ま
し
た
。
区
民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
は
、
現

在
3
1
隊
結
成
さ
れ
て
い
家
歹
。
災
害
対
策

課
で
は
、
救
助
活
動
に
必
暮
な
資
機
材
の

貸
与
等
を
行
い
支
援
し
て
い
ネ
y
。

「ガレキの 下に人がいる」

毛
布
と
パ
イ
プ
で
担
架
を
作
る

天
気
の

良
い
日
は

ピ
ク
ニ
ッ
ク

へ
行
こ
う
!

ピ
ク
ニ
ッ
ク
つ
て
い
冫
と
電
車
に
乗
っ
た

り
、
車
で
還
ぐ
ま
で
行
っ
て
・
・
・
な
ん
て
思
っ

て
い
豈
尤
か
y
J
胼
の
公
園
に
お
弁
当

夲
痔
っ
て
出
か
け
れ
苙
豕
な
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。

そ
ん
な
素
敵
な
お
昼
ご
飯
受
采
し
め
蜃
公
園

が
区
内
に
は
た
ぐ
峇
ん
あ
n
ま
す
。
昼
食
時

の
中
央
公
園
で
は
、
伍
蘚
や
か
な
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
で
一
杯
。
人
気
の
理
由
は
や
は
り
芝

生
の
上
で
の
ん
び
り
で
蜃
9
」
と
り
ぷ
つ
で

す
。
邇
に
1
回
は
、
こ
の
公
園
に
近
所
の
お

母
ず
な
壥
と
来
て
い
李
y
」
と
硲
ふ
ほ
木

村
六
ん
(
中
央
本
町
三
丁
目
)
。
天
気
の
よ
い

脛
訛
冫
の
公
園
で
お
弁
当
を
假
げ
て
み
ま

せ
ん
か
y
・
～
書
ん
達
も
き
っ
ぶ
(

喜
び
で
す
。

月 下美人が咲きました
「
家
の
月
下
美
人
の
花
が
袁
い
に
咲

き
ま
し
た
」
と
情
報
を
ぐ
れ
た
の
は
、

清
水
二
郎
さ
ん
(
六
町
四
丁
目
)
。
月

下
美
人
と
は
幻
想
的
な
I
咥
恁
畆
が

せ
る
サ
ボ
テ
ン
の
一
種
。
清
水
さ
ん
宅

で
は
5
護

ぶ
茘
9

差

響

育
て

始
め
。こ
の
I
F
1
年
は
毎
年
花
を
咲

か
せ
て
い
る
そ
う
で
歹
。
今
年
は
a
月
1
5

日
と
9
月
2
5
Eの
2
回
藍
l

笶
稾

し
た
。
写
真
は
そ
の
時
の
も
の
。
皆
さ

ん
の
冢
に
は
ど
ん
な
花
が
咲
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